
バス業における通路を起因物とする死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1 7～8

正前玄関前からお客様を乗せて送る仕事で、バスを玄関前につけてお客様の荷物を

バスのトランクに入れる際、一部凍結した場所があり、そこで滑って右側に転倒

し、大腿骨から転倒した。

51

10

～

29

1
14～

15

バスの清掃等を終えて、駐車場から宿泊先に戻るため圧雪状態の坂道を降りていた

ところ、足を滑らせて転倒した。
51

100

～

299

1
23～

24

勤務終了後に帰宅しようと、営業所構内に駐車していた自家用車に向かう途中、路

面凍結のため転倒して、左手首を受傷した。
37

100

～

299

1
11～

12

バスターミナルにおいて約20分の手待ち時間があり、水を購入するためにターミ

ナルを横断していたところ、路面の段差に気づかず、躓いて転倒し負傷した。
41

300

～

499

1
11～

12

修理のため整備工場前にバスを停め下車する際、地面の段差に気づかず左足首をひ

ねり、左足小指骨折を負い、全治4週間と診断される。
57

30

～

49

2 21~22

バスを運行後、回送で戻り、所定の駐車場所へ停め、事務所へ向かっている途中に

駐車場所のタイヤ止めに躓き、右足を捻った。 帰宅したものの痛みで眠れず、翌

日病院に行くと右足の裏部分を骨折していた。

54

500

～

999

3 4~5

制服に着替えようと更衣室の入口で靴を脱いで床上に上がろうとした際、靴を脱ぎ

きれていなかったため、段差に足を引っ掛けて転倒し、左手小指をロッカーの角に 50

100

～



ぶつけて骨折した。 299

3 14~15
車庫にてバスの始業点検を行い、前ドアから降りた際、アスファルトのくぼみ（わ

だち）に足をとられ転落し負傷した。
56

100

～

299

6 7～8

営業所にてバスを借用するため、営業所に出勤した。 乗務するバスを探すため営

業所内を歩いていた際、コンクリート地面の継ぎ目にやや凸凹があることに気づか

ず躓いてしまい、転倒した。 その際、頭部および身体を地面に強打し、負傷し

た。 顔面を切った箇所から出血が続いた為、救急車で病院に運ばれ、治療を受け

た。

60

30

～

49

7 17~18

バスを運行するため、担当車両に向かったが、雨が激しく降っていたので、急いで

バスに乗車しようとした際、駐車場白線ライン上で滑って転んでしまい、腰と膝を

地面に強打した。 シップや鎮痛剤で様子をみたが、その後ギックリ腰も発症し、

痛みが軽減した左膝がまた痛み出した。

50

100

～

299

7 9~10

当該事業場内にて、ダルトンのミキサーに入る澱粉トランジ先のホース（ミキサー

上部）が外れていたため補修作業を行った後、降りるのを手伝おうとした補助者の

手を置き場とし足を置こうとした際、バランスを崩し、転倒したため負傷したもの

である。

67

100

～

299

7
21～

22

車庫内において、バス車両のシステムトラブル解除のため、点呼執行者と共に車両

前方で話をしていたとき、後ろ向きで下がった際に地面の段差に右足をとられ転倒

し負傷した。 当時は暗かったため、段差に気付かなかった。

56

100

～

299

7
21～

22

車庫内において車両格納を開始した際、バックの加減を確認しようと一旦降りたと

き、アスファルトの段差に引っ掛かり転倒し、右手・右足・胸部を負傷した。
60

100

～

299

7
16～

17

バス停にて、トランクの荷物を降ろすためにバスを降り、右足を歩道の上につけた

あと、左足を踏み出したとき、左足が歩道の端で滑り落ちてしまい、バランスを崩

して前方に転倒し、右膝を強打した。

56

50

～

99

10～
乗客名簿が違うことに気づき、バスに乗り込み乗務員と名簿を交換、出発の時間が 100



9
11

迫っていたので、急いでバスから降車し、ステップから飛び降りたところ、膝にダ

メージを受けた。

38 ～

299

10
11～

12

営業所車庫内で、営業所のタイヤホイールを車両から降ろして所定の保管場所へ運

ぶ作業中、一人でタイヤホイールを持ち車庫内を移動中、車庫内の凹みに左足をと

られバランスを崩した時、左足に痛みを感じた。 すぐ足を確認したところ甲の部

分が腫れていた。

54

100

～

299

10
13～

14

被災者は、洗車場にて車両の拭き取り作業中、フロントガラスを拭こうとして洗車

場後方に移動した際、縁石（高さ約20㎝）につまずいて段差（約70㎝）から落

下、負傷したもの。

36

300

～

499

11 8～9

営業所構内で、洗車場にバスを停めて降りる際、木製の車輪止めに足を乗せたとこ

ろ、凍結しており右足首を内側に捻り転倒した。 痛みと負傷具合が大きく、骨折

と診断された。

56

100

～

299

12 8~9
会社駐車場で乗用車に物を積み込み中、凍結した路面で転倒し、右足関節脱臼骨

折・右足関節内果骨折・右足関節外果骨折のケガを負った。
50

10

～

29

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html
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